
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染防止  合計事業費 2億 1,789万円 

・ 新型コロナウイルスワクチン接種・体制確保（1億 6,144万円） 

・ 保育サービスにおけるコロナ対応等のための保育士等の処遇向上（4,876万円） 

・ 介護サービス施設等のコロナ対策経費（簡易陰圧装置設置等）を支援（550万円）   など 

生活支援  合計事業費 3億 9,389万円 

・ 住民税非課税世帯等に物価高騰対策として１世帯あたり５万円を支給（2億 776万円） 

・ 住民税非課税世帯等に１世帯あたり１０万円を支給（8,138万円） 〔R3からの繰越〕 

・ 出産・子育て応援交付金（妊娠届出時に５万円、出生届出時に５万円）を支給（3,617万円） 

・ 児童扶養手当受給世帯等に子ども１人あたり５万円を支給（5,029万円） 

・ 学校給食の材料費等高騰に伴う給食費の値上げを防止（給食会計への補助）（933万円） 

・ コロナ禍において生活困窮者のための支援金を支給（693万円） 〔R3からの繰越含む〕    など 

                                                          

事業者支援  合計事業費 9,335万円 

・ 燃料・資材等の高騰対策のため農家に支援金を支給（3,000円/作付面積 10㌃）（3,927万円） 

・ アフターコロナに向けた新しい取組に対し支援金を支給（2,015万円） 

・ 保育所等施設のエネルギー・物価高騰対策のために一時支援金を支給（1,278万円） 

・ 酒米生産者支援のため「日本酒おの恋」の販売促進を展開（1,169万円） 

・ タクシー事業者への支援を兼ねたデマンドタクシー制度の創設（346万円） 

・ 兵庫県と協調して鉄道・バス事業者に支援金を支給（38万円）               など 

教育支援  合計事業費 2,745万円 

・ 小・中・特別支援学校と幼稚園の感染対策を継続（2,149万円） 〔R3からの繰越含む〕 

・ コロナ対応のためにスクールサポートスタッフを継続して配置（596万円） 

行政等デジタル化  合計事業費 1億 8,364万円 

・ おのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）プロジェクトの推進（1億 4,364万円） 

  〈オンライン申請手続の開始、窓口等でのキャッシュレス決済の導入など〉 

・ 図書館での図書ＩＣタグと自動貸出システムの導入（4,000万円）               

※（  ）内は決算額 

※（  ）内は決算額 

※（  ）内は決算額 

※（  ）内は決算額 

※（  ）内は決算額 

経済支援  合計事業費 7億 6,390万円 

・ “第３弾”おの恋らっきゃらっきゃ券（地域商品券）を発行（全市民対象）（4億 9,174万円） 

・ “第２弾”おの恋らっきゃらっきゃ券（地域商品券）を発行（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ取得者向け）（1億 8,270万円） 

・ コロナ禍での物価高騰等対策のためプレミアム率３０％の商品券を発行（8,946万円） 

※（  ）内は決算額 

 
令和 4年度 小野市の新型コロナ対策 総額約17 億円（確定値） 

 
※下線部分は、コロナ禍における原油価格・物価高騰対策（約 11億円）を兼ねています。 


